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イ
ス

ラ

ー

ム

の

制
度
化
と
宗
教
界
の

再
構
成
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本
報
告
の

目
的
は
、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

制
度
化
の

動
き
が
イ

ス

ラ

ー

ム

団

体
だ

け
で

な
く
そ

の

他
の

宗
教
界
の

ア

ク

タ

ー

に
対
し
て

い

か
な
る
影
響

を
与
え
て

い

る

の

か、

そ
し
て

ま
た
、

制
度
化
に
よ

っ

て

上

か
ら
の

「

イ

ス

ラ
ー

ム

の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

化
」

が

図
ら

れ

る
一

方
で
、

そ
の

対
象
と

さ
れ

る
人
々

が
い

か

に

自
身
を
と

り
ま
く
条
件
に

規
定
さ
れ
な
が

ら
行
動
を
戦

略
化
さ
せ

て

い

る

の

か
、

と

い

う
点
に

つ

い

て

ピ

エ

ー

ル
・

ブ

ル

デ
ユ

ー

の

界
概
念
を

手
が

か

り
と

し
な
が

ら

考
察
す
る

こ

と
で

あ
る

。

な
お、

考

察
に
あ
た
っ

て

は
、

具
体
的
に
ベ

ル

リ

ン

市
で

近
年
熱
心
に

取
り
組
ま
れ

て
い

る
宗
教
を

介
し
た

コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ
ョ

ン

の

場
を
扱
っ

た
。

　
ベ

ル

リ
ン

市
は
、

宗
教
の

多
様
性
に

富
ん

で

い

る

と

同
時
に
、

ド
イ

ツ

全
十
六
州
の

中
で

も
特
に
世
俗
的
な

傾
向
が

強
い

地
域
で

も

あ
る
。

公
立

学
校
の

教
員
に

よ

る

ス

カ

ー

フ

の

着
用
に

関
す
る

議
論
が

巻
き
起
こ

っ

た

際
に
は
、

他
の

州
が

ス

カ

ー

フ

を

禁
止

す
る
一

方
で
、

キ

リ

ス

ト

教
や
ユ

ダ
ヤ
教
の

宗
教
シ

ン

ボ
ル

を

禁
止
の

対
象
か

ら

除
外
す
る

法
律
を

制
定
し

た

の

に

対
し
、

同

市
は

例
外
な
く
す
べ

て

の

宗
教
シ

ン

ボ

ル

の

着
用
を

禁

じ
る

法
案
を

可
決
さ

せ

た
。

公
立

学
校
の

宗
教
教
育
の

位
置
づ

け
に

関
す

る
議
論
に
お

い

て

も
、

市
政
府
は
一

貫
し
て

否
定
的
な
姿
勢
を
と
っ

て

い

る
が
、

連
邦
レ
ベ

ル

で

宗
教
と

移
民
の

統
合
問
題
が

密
接
に

結
び
つ

け
ら

れ
て

行
く
中
で

、

近

年
若
干
の

方
針
の

変
化
が

見
て

取
れ

る

よ

う
に

な
っ

て

き
て

い

る
。

そ
の
一

例
と

し
て

、

市
政

府
は
イ

ス

ラ

ー

ム

に

関
連
す
る

様
々

な
社

会
問
題
を

議

論
す
る

た

め
の

場
と

し
て

、

イ

ス

ラ

ー

ム

フ

ォ

ー

ラ

ム

ベ

ル

リ

ン

（
H
°。

『

臼
8
「

⊆

ヨ

切

興
＝

口）

と
い

う
非
公

開
の

対
話

を

ド

ィ
ッ
・

ム

ス

リ

ム

ア

カ

デ

ミ

ー

（
ζ
信
ω
一

ヨ
δ
∩

ゴ
Φ

＞
F
国
α
 

ヨ
δ

ぎ

∪
 

自
冖

。゚

o

巨

擘
ユ）

と

の

共
同
で

立
ち
上

げ、

参
加
者
に

は
、

イ

ス

ラ

ー

ム

だ

け
で

な
く
新
旧
両
派
の

キ
リ

ス

ト
教
会
や

ユ

ダ
ヤ

教
の

ベ

ル

リ
ン

市
に

お

け
る

権
威、

警

察
組

織
、

非
宗
教
系
の

移
民

組
織
の

代
表
も
加
え
た
。

ま
た
、

こ

う
し
た

対
話
と

は
別
に、

異
な
る

宗
教
を

信
じ
る

人
々

が

互

い

に

知
り
合
い
、

平

和
的
な
共
生
を
実
現
す
る

こ

と

を
目

的
と
し

た
ベ

ル

リ

ン

諸
宗

教
の

対
話
（

b」
Φ

集
昌

穹
∪

芭
o
ゆq

匹

興
幻
Φ一
喧
o
コ
o
口
）

も

設
置
さ

れ

た
。

こ

の

対
話
の

場
で

は
、

行
政
側
は

議
論
に
は

直
接
コ

ミ

ッ

ト

せ

ず

コ

ー

デ

ィ

ネ
ー

タ

ー

に

徹
し、

参
加
す
る

ア

ク

タ
ー

は、

自
由
に

議
論

す

る

テ

ー

マ

を
決
め
、

そ
れ

ら
に

関
す
る

部
会
や
催
し
を
企

画
・

設
置
す
る

な
ど

し

て

お
り、

こ

れ
ま
で

草
の

根
で

数
多
く
進
め
ら
れ
て

い

た
が

、

互

い

に

連
携
が
と

れ

て

い

な
か
っ

た

様
々

な
宗
教
問
対

話
の

イ
ニ

シ

ア

チ
ブ

の

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
化
が
促
進
さ
れ
て

い

る
。

　

諸
宗
教
間
の

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

を

促
進
さ
せ
、

そ
れ
に

よ
っ

て
、

特
に

ム

ス

リ
ム

移
民
の

潜
在
的
な
安
全

保
障
上
の

リ
ス

ク

を

減
ら
し

、

社

会
的
な

統
合
を
押
し
進
め

よ

う
と

す
る

こ

う
し

た

行
政
の

政

策
は

、

宗
教

界
の

独
自
の

屈
折
率
に

し

た

が

い

な

が

ら
、

界
内
部
の

ア

ク

タ

ー
間
の

関

係
性
に

も
影
響
を

与
え
て

い

る
。

こ

れ

ま
で

に

行
っ

た

調
査
か
ら
は

、

イ

ス

ラ

ー

ム

団
体
に

関
し

て

言
え
ば
、

対
話
の

場
で

積
極
的
に

活
動
し
て

い

る

の

は
、

ド
イ
ツ

語
を

流
暢
に

話
し

、

ド
イ

ツ

の

政
教

関
係
に

関
す
る

規

定
や

信
教
の

自
由
な
ど

の

法
的
な
権
利
を

熟
知
し、

単
に
行
政
の

政
策
に

従
う
の

で

は

な
く、

む

し

ろ

そ
う
し

た

政
策
を
上

手
く

使
い

な
が
ら
自
身

の

団
体
の

代
表
性
や
宗
教
界
内
の

地

位
を

高
め
て

行
こ

う
と

す
る
巧
み

な

戦

略
が

読
み

取
れ

た
。

ま
た
、

ベ

ル

リ

ン

市
の

宗
教
界
の

古
参
で

あ
る

キ

リ

ス

ト

教
に

属
す
る

ア

ク

タ

ー

の

聞
き

取
り
で

は
、

教
会
が
「

近
代
の

世
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俗
的
社
会
に

適
し

た
」

宗
教
の

形
態
を
備
え
て

お
り、

界
に

新
た
に

加
わ

っ

た

イ
ス

ラ

ー

ム

に

こ

う
し

た

あ
り
方
を
啓
蒙
し
て

い

く
こ

と
で

、

移
民

社
会
の

共
生
に

貢
献
し
て
い

こ

う
と

す
る

姿
勢
も
見
受
け
ら

れ

た
。

ポ
ス

ト
・

ス

ハ

ル

ト
期
イ
ン

ド
ネ
シ

ア

の

　

リ
ベ

ラ
ル
・

イ

ス

ラ
ー

ム

の

展
開

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

蓮
池
　
隆
広

　
一

九
九
八

年
の

ス

ハ

ル

ト

政
権
崩
壊
後
の

イ
ン

ド
ネ
シ

ア

で

は
、

ス

ハ

ル

ト

政
権

下
で

「

非
政

治
化
」

さ
れ

て

い

た
イ
ス

ラ

ー

ム

の

「

再
政

治

化
」

や
急
進
的
な
イ
ス

ラ

ー

ム

組
織
の

動
き
が

注
ロ
を
集
め

た

が、

九
八

年
政
変
の

後
、

三

度
行
わ
れ
た
総
選
挙
で

は、

キ
ャ

ン

パ

ス

の

ダ

ッ

ワ

運

動
を
基
盤
に

持
つ

福
祉
正
義
党
の

躍
進
は
あ
っ

た
も
の

の
、

イ
ス

ラ

ー

ム

系
諸
政
党
は

全

体
と

し
て

得
票
を
伸
ば

す
こ

と
が
で

き
ず、

急
進
的
イ
ス

ラ

ー

ム

運
動
が
一

般
の

支
持
を
得
る

こ

と
も
な
い

。

イ
ス

ラ

ー

ム

国
家
や

シ

ャ

リ
ー

ア

施

行
を
目

指
す
議
論
は

後
景
に

退
い

て

い

る
。

　

急
進
的
イ
ス

ラ

ー

ム

に

対
し
て、

多
元
社
会
・

市
民
社
会
を
強
調
し、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

解
釈
に

お
い

て、

サ
ブ
ス

タ

ン

テ

ィ

ヴ
、

コ

ン

テ

ク

ス

チ

ュ

ア

ル
、

ラ

シ
ョ

ナ

ル

と
い

っ

た
立

場
を
重
視

す
る

流
れ
は

、

近

年
の

イ

ン

ド
ネ
シ
ア

で

は
、

広

く
「

リ
ベ

ラ

ル
・

イ
ス

ラ

ー

ム
」

と

呼
ば
れ
る
こ

と
が

多
い

が
、

そ
れ
ら
は

、

政
治
勢
力
を

構
成

す
る

と
い

う
よ

り
も

、

知

識
層
の

言

論
活

動
や

彼
ら
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

に

支
え
ら
れ
た

知
的
潮
流
と

言
え
る

。

ス

ハ

ル

ト
政

権
初

期
の
一

九
七

〇

年
代
初
頭
に

イ
ス

ラ

ー

ム

思

想
の

刷
新
を
唱
え
て

登

場
し
た
ヌ

ル

ホ

リ
ス
・

マ

ジ

ド

（

一

九
三

九
ー

二

〇
〇

五
）

や
ア

ブ

ド
ゥ

ル

ラ

フ

マ

ン

・

ワ

ヒ

ド
（
一

九
四
〇

1
二

〇
〇

九）

ら
の

世
代
を
出

発
点
と
し

、

そ
の

強
い

影
響
下

に

展
開
し
た

こ

の

流

れ

は、

ポ
ス

ト
・

ス

ハ

ル

ト

期
に

入
っ

て

も、

若
い

世
代
に
よ
る
新
た

な

活
動
を
生
ん

で

い

る
。

　
二

〇
〇
一

年
に

緩
や

か

な
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク
と

し
て

活
動
を
開
始
し
た

イ

ス

ラ

ー

ム
・

リ
ベ

ラ

ル
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
（
冒
「

ぎ
『q

き

闘
冨
B
団
げ
 

蠢一）

は
、

そ
の

コ

ー

デ

ィ

ネ
ー

タ

で

あ
る

ウ
リ
ル
・

ア

ブ
シ

ャ

ル
・

ア

ブ
ダ
ラ

の

論
説
が

議
論
を

巻

き
起
こ

し

つ

つ

も
、

ウ
ェ

ブ

サ

イ

ト
、

ラ

ジ
オ

放

送
、

出
版

物、

討
論

会
等
を

通
し

て

活
発
な

言

論
の

場
を

つ

く
っ

て

き

た
。

著
名
な

文
化
人
で

あ
る
グ

ナ
ワ

ン
・

モ

ハ

マ

ド
を

中
心
と

す
る

ウ

タ

ン
・

カ

ユ

・

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

に

活
動
の

場
を

置
い

て

い

る

こ

と
の

意
味
も

大
き
い

。

イ
ン

ド
ネ
シ

ア

最
大
の

伝
統
派
イ
ス

ラ

ー

ム

組
織
ナ

フ

ダ

ト
ゥ

ル
・

ウ
ラ

マ

ー

の

若
手
が

中
心
と

な
っ

た

研
究
機

関
や

NGO

（

ピ
国

あ

や

冖

〉
国
”

国
ω

∪

〉
ζ

等）

も
、

そ
の

定
期
刊
行
物
や

翻
訳
・

出
版
に

よ

っ

て

大
き
な

役
割
を
果
た

し
て

い

る
。

こ

れ

ら
の

組
織
間
に

は

人

的
な

交

流
や

重
な
り
も

多
い

。

国
立
イ
ス

ラ

ー

ム

大
学
の

ジ
ャ

カ

ル

タ

校、

ジ
ョ

グ

ジ
ャ

カ

ル

タ

校
を
は
じ
め
と
し
た

大
学
に

お

い

て

も
、

七
〇

年
代
の

ハ

ル

ン

・

ナ

ス

テ

ィ

オ

ン

ら
の

世
代
か
ら

、

ポ
ス

ト
・

ス

ハ

ル

ト

期
の

ア

ジ

ュ

マ

ル

デ

ィ

・

ア

ズ

ラ
、

コ

マ

ル

デ

ィ

ン
・

ヒ

ダ
ヤ

ッ

ト、

ア

ミ

ン
・

ア

ブ

ド
ゥ

ッ

ラ

ー

ら
の

世

代
に

至
る

リ
ベ

ラ

ル

な
イ
ス

ラ

ー

ム

の

系
譜
が

あ

り
、

ア

カ

デ

ミ

ズ

ム

の

内
に

留
ま
ら
な

い

旺
盛
な
執
筆
活
動
を

行
っ

て

い

る

者
も
多
い

。

　

ス

ハ

ル

ト

政
権
の

政
策
に

よ

っ

て
、

イ
ス

ラ
ー

ム

勢
力
は
、

長
く
政
治

か
ら
の

撤
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
た

が
、

ス

ハ

ル

ト
時
代
を
通
じ
て

行
わ

れ

た

イ
ス

ラ

ー

ム

高
等
教
育
機
関
の

大
幅
な
拡
充
と
そ
の

自
由
な
性
格、

欧

米
の

大
学
院
へ

の

留
学
の

推
進
（
欧
米
の

諸
財
団
の

援
助
も
大
き
い
）

と

い

っ

た
事
柄
は、

ポ
ス

ト
・

ス

ハ

ル

ト

期
を
担
う
世
代
の

知
的
形
成
に

大
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